
秋
田
県
域
に
割
拠
し
た
戦
国
期
の
武
将
た
ち
の
う

ち
、
秋
田
藩
に
系
譜
を
残
し
て
い
る
氏
族
に
つ
い
て
、

当
館
所
蔵
史
料
か
ら
知
る
事
の
で
き
る
部
分
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
北
鹿
の
雄
、
浅

利
氏
の
「
そ
れ
か
ら
」
で
す
。

浅
利
氏
は
甲
斐
源
氏
の
流
れ
を
く
み
、
比
内
郡
（
現

在
の
大
館
市
域
を
中
心
と
す
る
地
域
）
を
本
拠
と
し
ま

し
た
。
南
部
氏
・
秋
田
氏
の
間
に
あ
っ
て
巧
み
に
勢
力

を
保
ち
ま
し
た
が
、
天
正
一
〇
年

、
当

（
一
五
八
二
）

主
の
浅
利
勝
頼
が
謀
殺
さ
れ
る
と
勢
力
が
衰
え
ま
し

た
。
そ
の
子
で
あ
っ
た
頼
平
は
津
軽
氏
の
支
援
に
よ
り

大
館
を
奪
回
し
ま
し
た
が
、
豊
臣
政
権
に
独
立
し
た
勢

力
で
あ
る
事
を
認
め
て
も
ら
う
た
め
に
赴
い
た
大
坂
で

毒
殺
さ
れ
、
一
族
は
離
散
し
ま
し
た
。

当
館
所
蔵
の
浅
利
氏
に
関
す
る
主
な
史
料
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。
こ
の
う
ち
元
禄
期
に
記
さ
れ
た｢

浅
利

氏
系
図
」

・
以
下

・
文
化
六
年

(A
288.2-0763

系
図
①
）

A
288.2-0027-3

(
の

源
姓
浅
利
氏
系
譜

一
八
〇
九
）

（

「

」

・
以
下

）
に
は
、
頼
平
の
叔
父
に
あ
た
る
浅
利

系
図
②

政
吉
と
い
う
人
物
が
、
織
田
信
長
・
織
田
信
高
・
蒲
生

氏
郷
に
仕
え
た
後
に
「
流
離
」
し
て
横
手
に
住
み
、
横

手
城
を
守
っ
て
い
た
須
田
氏
の
計
ら
い
に
よ
り
義
宣
に

鷹
匠
と
し
て
仕
え
た
事
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
国
武
将
の
「
そ
れ
か
ら
」
…
浅
利
氏

～

～
系
図
に
書
か
れ
た
事
・
書
か
れ
な
か
っ
た
事

ま
た
文
化
六
年
に
秋
田
藩
に
提
出
さ
れ
た
「
浅
利
氏

系
図
」

・
以
下

）
に
は
、
浅

(A
288.2-0027-2

系
図
③

利
頼
平
が
大
坂
に
お
い
て
亡
く
な
っ
た
時
、
息
子
の
廣

治
は
幼
年
だ
っ
た
た
め
、
頼
平
の
妻
と
乳
母
に
守
ら
れ

て
大
館
城
を
落
ち
、
仙
北
郡
玉
川
村
に
住
ん
だ
後
、
慶

応
年
中
に
須
田
氏
の
世
話
で
佐
竹
義
宣
に
鷹
匠
と
し
て

仕
え
、
横
手
に
住
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
系

図
の
後
に
は
一
族
の
消
息
や
主
な
旧
家
臣
の
名
前
が
書

き
連
ね
て
あ
り
ま
す
。

実
は
こ
の
系
図
③
に
は
浅
利
頼
平
毒
殺
に
つ
い
て
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。

頼
平

初
久
義

余
市

父
扇
田
に
戦
死
の
後
、
流
奥
州
津
軽
に
住
す
。

後
年
津
軽
為
信
か
助
力
に
因
て
比
内
大
館
の
城

を
攻
取
て
此
に
住
す
。
ま
た
秋
田
太
郎
実
季
と

揮
下
の
事
を
論
め
、
実
季
と
倶
に
摂
州
大
坂
に

趣
き
豊
臣
秀
吉
公
に
謁
め
、
裁
許
を
得
ん
と
す
。

然
に
一
族
浅
利
牛
蘭
政
吉
家
臣
杉
沢
喜
助
、
片

山
駿
河
・
佐
藤
大
学
等
相
謀
て
頼
平
を
毒
殺
す
。

時
に
慶
長
三
年
戊
戌
正
月
八
日
大
坂
に
死
。
法

。

名
昇
平
院
殿
年
鷹
宗
清

（

）

前
述
の
系
図
①
②
に
あ
る
浅
利
政
吉

牛
蘭
は
法
名

の
家
臣
杉
沢
喜
助
と
、
浅
利
頼
平
の
家
臣
で
あ
っ
た
片

山
駿
河
・
佐
藤
大
学
が
浅
利
頼
平
を
毒
殺
し
た
、
と
い

う
衝
撃
的
な
記
事
で
す

『
浅
利
軍
記
』
な
ど
に
も
見

。

ら
れ
る
内
容
で
す
が
、
も
し
こ
の
こ
と
が
本
当
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
独
立
し
た
戦
国
大
名
と
し
て
認
め
ら
れ
た

い
浅
利
頼
平
の
思
い
と
、
秋
田
氏
と
の
関
係
を
深
め
て

い
た
一
族
・
家
臣
団
の
意
見
が
乖
離
し
て
い
た
故
の
悲

劇
だ
っ
た
、
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
系
図
①
②
に
は
、
浅
利
政
吉
が
蒲
生
氏
郷

死
後
に｢

流
離｣

し
て
か
ら
横
手
に
住
む
ま
で
の
記
載
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
系
図
③
に
は
頼
平
の
妹
を
妻
と
し
て

お
り
、
比
内
八
木
橋
城
代
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
ま
た

浅
利
勝
頼
・
頼
平
の
二
代
を
謀
殺
し
た
と
さ
れ
る
片
山

駿
河
の
系
譜
を
引
く
系
図
も
当
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま

す

。
片
山
氏
は
浅
利
氏
の
重
臣
で
あ

(
)

A
288.2-590-7

っ
た
は
ず
で
す
が
、
慶
長
六
年

か
ら
秋

（
一
六
〇
一
）

田
実
季
に
仕
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ

れ
以
前
に
つ
い
て
は
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。
記
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
他
の
史
料
を
も
と
に
辿
る
こ

と
も
、
歴
史
を
考
え
る
上
で
は
大
事
な
事
で
す
ね
。

【
煙
山
英
俊
】
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古
文
書
解
読
講
座
の
受
講
申
込
み
に
多
数

お
寄
せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

七
月
各
週
金
曜
日
の
開
催
で
す
。

資料群名 資料番号 資料名 和暦 西暦 備考

郷土資料（A） Ａ288.2-0027-1 浅利氏分流系図 文化06 1809
郷土資料（A） Ａ288.2-0027-2 浅利氏系図 文化06 1809 (系図③)

郷土資料（A） Ａ288.2-0027-3 源姓浅利氏系譜 文化06 1809 (系図②)
郷土資料（A） Ａ288.2-0590-18 諸士系図　安部 (享保年間) 1716～36 浅利系図

郷土資料（A） Ａ288.2-0762 浅利氏系譜 元禄17 1704
郷土資料（A） Ａ288.2-0763 浅利氏系図 宝永03 1706 (系図①)

郷土資料（A） Ａ288.2-0764 浅利氏由緒書 宝永03 1706
東山文庫 ＡH288.3-02 浅利系譜・同軍記　全 明治12 1879

東山文庫 ＡH317-001
両比内鹿角領主浅利興市則
頼公侍分限（天文十九年)

享和01 1801

佐竹文庫 ＡＳ288  -11 語伝書 元禄14 1701
扇田城主浅利家と家来
衆の由緒について

佐竹文庫 ＡＳ288  -12 語伝口上之覚 元禄14 1701 浅利氏の由緒について

佐竹文庫 ＡＳ288.2-072 源姓浅利氏由緒書 元禄11 1698
佐竹文庫 ＡＳ288.2-102 源氏浅利系図写 元禄10 1697 高屋氏系図

佐竹文庫 ＡＳ288.3-034 浅利五郎作届書 元禄11 1698
浅利氏先祖の勤功に
ついて

佐竹文庫 ＡＳ288.3-035-1 浅利与右衛門届書 元禄15 1702 浅利氏の由緒について

佐竹文庫 ＡＳ288.3-035-2 浅利与右衛門届書 元禄15 1702
浅利氏の由緒について、
〈表題〉承伝候覚

佐竹文庫 ＡＳ288.3-156-3
高屋五左衛門・浅利長兵
衛連署届書

元禄15 1702 浅利氏の由緒について

佐竹文庫 ＡＳ288.3-212-05 浅利頼慶請書 元禄17 1704
同名浅利長兵衛先祖と
私先祖につき裁許異論
なし、〈包紙〉

佐竹文庫 ＡＳ288.3-212-07 高屋五左衛門他連署請書 元禄17 1704
浅利氏嫡庶裁判につき
異論なし、〈包紙〉

秋田県公文書館所蔵の浅利氏関係史料(抜粋)
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今
回
は
、
皆
様
お
な
じ
み
の
古
文
書
と
は
ち
ょ
っ
と

毛
色
の
違
う
お
話
で
す
。
こ
の
欄
、
今
回
は
公
文
書
班

が
担
当
し
ま
す
。

公
文
書
班
は
、
秋
田
県
の
行
政
事
務
で
日
々
生
ま
れ

る
公
文
書
の
評
価
選
別
保
存
公
開
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
通
常
、
県
の
公
文
書
は
、
役
割
を
終
え
る
と
定
め

ら
れ
た
期
限
ま
で
県
庁
で
保
管
さ
れ
、
そ
の
後
、
当
館

。

、

に
引
き
継
が
れ
ま
す

当
館
は
引
き
継
い
だ
公
文
書
を

、

後
世
に
残
す
べ
き
も
の
か
ど
う
か
の
評
価
選
別
を
行
い

廃
棄
か
保
存
か
を
決
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
々
、

県
庁
内
外
か
ら
、
古
い
時
期
の
公
文
書
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
が
入
り
ま
す
。

今
春
の
こ
と
で
し
た
。
同
じ
建
物
に
あ
る
県
立
図
書

館
か
ら

「
取
得
し
た
資
料
に
県
の
公
文
書
と
思
わ
れ
る

、

も
の
が
あ
る
」
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
資

料
は
約
百
二
十
年
前
の
漁
業
に
関
す
る
申
請
文
書
で
、

色
彩
も
鮮
や
か
な
絵
図
面
で
す
。
当
時
の
郡
役
所
の
受

付
印
や
知
事
の
許
可
の
文
言
と
公
印
も
あ
り
、
明
ら
か

に
公
文
書
で
す
。
で
も
な
ぜ
、
外
部
か
ら
図
書
館
に
？

現
在
、
県
の
公
文
書
の
廃
棄
は
、
原
則
と
し
て
当
館

が
処
理
を
決
定
し
ま
す
。
し
か
し
設
置
前
は
、
保
存
期

限
到
来
後
、
速
や
か
に
担
当
す
る
課
所
で
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
方
法
も
一
様
で
な
か
っ
た
よ
う
で

す

そ
の
た
め
か

古
い
時
期
の
公
文
書
が
外
部
で

発

。

、

「

見
」
さ
れ
る
こ
と
が
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。

図
書
館
か
ら
問
い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
資
料
も
、
最
初

は
、
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し

公
文
書
館
の
ミ
ス
テ
リ
ー

百
二
十
年
ぶ
り
に
出
会
っ
た
文
書

こ
の
担
当
課
所
は
、
同
時
期
の
簿
冊
を
キ
チ
ン
と
残
し

て
い
ま
す
。
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
に
く
く
、
所

蔵
し
て
い
る
簿
冊
を
開
い
て
み
る
と
…
な
ん
と
、
同
じ

も
の
が
出
て
き
た
の
で
す

で
も
な
ぜ

同
じ
も
の
が
？

。

、

コ
ピ
ー
機
が
な
い
時
代
、
同
じ
書
類
を
複
数
作
る
の
は

大
変
な
作
業
で
す
。
ま
し
て
毛
筆
で
、
色
彩
鮮
や
か
な

絵
図
面
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
同
じ
も
の
が
複
数
存
在

し
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
図
書
館

の
資
料
の
正
体
は
、
い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
か
。

「 」秋田県由利郡道川村内道川字海面漁場絵図面

（ ）Ａ６６４―６７ 秋田県立図書館所蔵資料

「第二課農工商掛事務簿」明治26年(1893)

（９３０１０３－０７０１２ 当館所蔵資料）

ヒ
ン
ト
は
、
図
書
館
の
資
料
に
あ
る
知
事
が
許
可
し

た
旨
の
記
載
で
し
た
。
じ
つ
は
現
在
も
様
々
な
手
続
き

で
、
同
じ
書
類
を
正
副
作
製
し
提
出
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
手
続
き
後
、
正
本
は
提
出
先
で
保
管
さ
れ
、
副

本
は
許
可
証
や
控
え
と
し
て
提
出
者
に
返
さ
れ
ま
す
。

こ
の
記
載
か
ら
推
定
さ
れ
た
の
は
、
図
書
館
の
資
料
の

正
体
が
許
可
手
続
き
を
終
え
て
提
出
者
に
返
却
さ
れ
た

副
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
手
続
き
後

の
長
い
年
月
、
提
出
者
の
手
元
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て

き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

県
に
提
出
さ
れ
て
か
ら
百
二
十
年
。
お
そ
ら
く
全
く

別
の
道
を
歩
ん
で
き
た
二
つ
の
文
書
が
、
同
じ
屋
根
の

下
で
再
び
出
会
う
な
ん
て
…
。
文
書
の
こ
と
で
す
が
、

人
生
に
似
た
何
か
を
感
じ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
。

皆
様
の
手
元
に
あ
る
古
い
文
書
。
も
し
か
す
る
と
、

同
じ
も
の
が
当
館
に
眠
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
度
、
確
認
に
き
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
二
つ
の
資
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
館
と
県

立
図
書
館
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
佐
々
木
康
久
】

公
文
書
館
よ
り
お
知
ら
せ

当館では利用・普及の拡大

と知名度アップをめざして、

６月よりTwitter（ツイッタ

ー）を開始しました。本紙同

様に、当館の出来事や所蔵資

料の紹介などを定期的にお知

らせていきます。

＠Akita_Archives

詳しくは当館ウェブサイトで

ご確認ください。


